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中
井
竹
山
葬
儀
記
録

資
料
報
告

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

今
年
度
は
中
井
竹
山
葬
儀
記
録
の
全
容
を
御
紹
介
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
。
こ
の
記
録
は
昭
和
五
十
九
年
、
新
田
和
子
氏
（
故
中

井
終
子
氏
養
女
）
よ
り
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
正
式
譲
渡
さ
れ
た
懐

徳
堂
関
係
資
料
の
う
ち
中
井
家
歴
代
葬
儀
記
録
の
中
に
含
ま
れ
る

も
の
で
あ
る
。
す
で
に
加
地
伸
行
教
授
に
よ
っ
て
一
部
紹
介
が
な

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
本
誌
第
五
十
二
号
）
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に

稀
有
な
記
録
で
あ
り
、
葬
儀
そ
の
も
の
の
具
体
的
記
述
と
と
も

に
、
そ
れ
に
参
列
し
た
人
々
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
で
、
懐
徳
堂

の
人
間
的
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
考
え
て
行
く
上
で
も
き
わ
め
て

貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
こ
の
歴
代
葬
儀
記
録
の
全
体
は
次
の
よ
う

な
内
容
か
ら
な
る
。

日
中
井
梵
庵
葬
儀
記
録
（
宝
暦
八
年
六
月
十
七
日
没
、
六
十
六
歳
）

①

焼

香

次

第

（

も

と

表

題

な

し

）

二

枚

③

葬

列

供

役

人

名

書

付

（

同

前

）

二

枚

⑱

葬

儀

行

列

一

紙

④

三

虞

朝

夕

莫

品

案

横

帳

一

冊

⇔
中
井
梵
庵
夫
人
葬
儀
記
録
（
天
明
五
年
八
月
廿
六
日
歿
・
七
十

四
歳
）
り

貞

範

姫

襄

事

記

（

浄

書

）

横

帳

一

冊

③

貞

範

姫

襄

事

記

（

下

書

）

同

一

冊

国
中
井
蕉
園
葬
儀
記
録
（
享
和
三
年
八
月
四
日
歿
・
三
十
七
歳
）

り

文

明

先

生

襄

事

録

同

一

冊

四
中
井
竹
山
葬
儀
記
録
（
文
化
元
年
二
月
五
日
歿
・
七
十
五
歳
）

①

文

恵

先

生

襄

事

録

同

一

冊

③

御

悔

名

簿

一

冊

③
香
儀
館
（
も
と
表
題
な
し
・
葬
儀
行
列
下
書
と
合
綴
）
一
冊

小

堀

同 同
正

山

中

浩 八
四

之



句

竹

山

先

生

三

虞

朝

夕

莫

一

冊

箇
中
井
履
軒
葬
儀
記
録
（
文
化
十
四
年
二
月
十
五
日
歿
・
八
十
六

歳
）
＾

①

文

清

先

生

襄

事

録

同

一

冊

③

香

儀

簿

同

一

冊

③

追

念

記

器

（

造

物

分

配

記

録

）

同

一

冊

④

三

虞

朝

夕

莫

品

案

同

一

冊

因
中
井
柚
園
葬
儀
記
録
（
天
保
五
年
五
月
廿
一
日
歿
•
五
十
三
歳
）

①

専

直

先

生

襄

事

録

同

一

冊

③

到

来

控

同

一

冊

③

柚

園

先

生

葬

式

調

物

控

同

一

冊

④

柚

園

先

生

葬

儀

行

列

同

一

冊

侶
中
井
柚
園
夫
人
葬
儀
記
録
（
文
化
十
年
十
月
五
日
歿
・
ニ
十
五

歳）①

専

直

夫

人

貞

柔

襄

事

録

同

一

冊

的
中
井
碩
果
葬
儀
記
録
（
天
保
十
一
年
三
月
廿
四
日
歿
・
七
十
歳
）

①

文

正

先

生

襄

事

録

同

一

冊

包

―

一

虞

朝

夕

莫

同

一

冊

紛
中
井
碩
果
夫
人
葬
儀
記
録
（
安
政
六
年
七
月
八
日
歿
・
七
十
九

歳）い御
悔
名
簿
（
表
題
な
し
）

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

同 同

一
冊

八
五

③

三

虞

朝

夕

莫

同

一

冊

包
中
井
桐
園
夫
人
葬
儀
記
録
（
明
治
元
年
七
月
廿
五
日
歿
．
―
―
-
+

九
歳
）

①

良

信

室

君

襄

事

録

同

一

冊

包

―

一

虞

朝

夕

莫

品

案

同

一

冊

⑱

良

信

家

君

葬

儀

買

物

控

同

一

冊

以
上
、
履
軒
夫
人
や
桐
園
の
記
録
を
欠
く
が
、
ほ
ぽ
歴
代
に
わ

た
り
揃
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
は
遂
次
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
る
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
で
も
最
も
代
表
的
で
詳
細
な
内

容
を
も
つ
中
井
竹
山
の
記
録
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ

し
竹
山
関
係
四
点
の
う
ち
「
三
虞
朝
夕
莫
」
（
埋
葬
後
、
家
に
帰

っ
て
か
ら
、
霊
を
安
ん
ず
る
た
め
に
食
物
を
供
え
て
祭
る
儀
礼
）

は
、
儒
式
葬
礼
に
お
い
て
形
式
的
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る

が
、
資
料
性
と
分
撮
の
点
か
ら
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

中
井
竹
山
は
い
う
ま
で
も
な
く
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
で
あ
り
、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
学
問
教
育
界
の
主
禅
者
で
あ
っ
た
と
と

も
に
、
学
者
と
し
て
も
き
わ
め
て
精
力
的
な
著
述
活
動
を
行
な
っ

た
人
で
あ
る
。
そ
の
伝
は
『
懐
徳
堂
考
』
や
『
中
井
竹
山
・
中
井

履
軒
』
に
詳
ら
か
で
あ
る
。
文
化
元
年
(
-
八

0
四
）
二
月
五
日

歿
、
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
竹
山
の
死
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
死
の
前
年
享
和
三
年
二
月
に
「
病
中
作
」



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

と
題
す
る
詩
が
あ
り
、
「
末
疾
支
離
、
す
で
に
決
辰
（
十
二
日

間
）
、
起
居
眼
食
、
傍
人
を
偕
う
」
（
『
莫
陰
集
』
巻
四
）
と
み
え
、

手
足
が
相
当
衰
弱
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
さ
ら
に
同
年

八
月
の
長
子
蕉
園
の
死
は
気
力
を
も
衰
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
心
痛
と
衰
弱
が
重
な
り
、
文
化
元
年
に
入
る
や
泄
潟
・
痰
喘

な
ど
を
伴
な
い
、
二
月
五
日
息
を
引
き
取
っ
た
の
で
あ
る
。
竹
山

は
は
じ
め
文
桓
先
生
と
溢
さ
れ
た
が
、
履
軒
の
議
に
よ
っ
て
文
恵

先
生
と
改
め
ら
れ
、
誓
願
寺
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
埋
葬
の
方
法
や
葬
儀
の
実
際
に
つ
い
て
は
眼
前
に
見
る
よ

う
な
具
体
性
を
も
っ
て
襄
事
録
に
記
さ
れ
る
。
儒
葬
で
あ
る
こ

と
、
寺
院
関
係
は
誓
願
寺
一
寺
の
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
竹
山
が

『
草
茅
危
言
』
（
「
送
葬
」
の
項
）
で
記
し
て
い
た
あ
り
方
と
合
致

す
る
。
混
雑
を
避
け
よ
と
い
っ
て
い
た
点
は
か
な
り
の
役
割
配
備

を
も
っ
て
配
慮
さ
れ
て
は
い
る
が
必
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
際
、
升
屋
・
尼
崎
屋
・
播
磨
屋
な
ど
有
力
同
志

が
葬
儀
を
取
り
し
き
っ
て
い
る
様
が
如
実
に
知
ら
れ
る
で
あ
ろ

う。
「
御
悔
名
簿
」
に
は
一
九
七
名
が
記
さ
れ
、
「
香
儀
簿
」
に
は

の
ベ
一
七
三
名
（
重
複
を
ふ
く
む
）
が
み
ら
れ
、
数
多
の
会
葬

者
・
弔
慰
者
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
人
名
は

懐
徳
堂
に
つ
な
が
る
人
々
を
確
定
し
て
ゆ
く
上
で
重
要
な
手
が
か

り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
葬
儀
に
携
わ
っ
て
立
ち
働
く
一
人

一
人
の
位
置
と
役
割
か
ら
か
れ
ら
の
相
貌
を
想
像
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
し
、
ま
た
会
葬
者
の
名
前
の
背
後
に
か
れ
ら
の
懐
徳
堂
へ

の
関
わ
り
方
を
さ
ぐ
っ
て
み
る
こ
と
も
興
味
深
い
作
業
と
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
記
録
は
竹
山
の
死
に
つ
い
て

の
記
録
で
あ
る
と
と
も
に
、
懐
徳
堂
に
関
わ
っ
て
生
き
て
い
た
人

々
の
記
録
で
も
あ
る
。

こ
の
記
録
は
葬
儀
当
日
直
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、

み
ら
れ
る
人
々
も
大
阪
お
よ
び
そ
の
近
辺
の
人
々
に
ほ
ぽ
限
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
頼
春
水
の
よ
う
に
「
隔
境
之

義
官
禁
も
有
之
、
執
綿
（
柩
を
も
つ
こ
と
）
会
葬
す
る
こ
と
を

得
ず
、
年
来
之
交
宜
に
お
い
て
遣
憾
至
極
奉
存
候
」
（
『
文
奎
余

光
』
所
収
）
と
い
う
よ
う
な
人
も
お
り
、
種
々
の
理
由
で
参
列
し

え
な
か
っ
た
人
々
も
多
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

か
つ
て
、
今
は
な
き
柿
衛
文
庫
主
岡
田
利
兵
衛
氏
を
伊
丹
に
訪

問
し
た
と
き
、
氏
は
大
正
の
こ
ろ
、
中
井
家
の
末
裔
中
井
木
菟
麻

呂
氏
の
訪
問
を
う
け
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
木
菟
麻
呂
氏
は
、
中

井
家
歴
代
の
葬
儀
記
録
を
持
参
し
、
葬
儀
に
参
列
し
た
門
下
知
友

た
ち
の
子
孫
宅
を
訪
ね
歩
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
岡
田
氏
は

そ
の
葬
儀
記
録
を
実
際
に
み
、
氏
の
先
祖
（
鹿
島
屋
利
兵
衛
）
の

名
を
確
認
し
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
こ
の
お
話
を
聞
い
て
以
来
、

八
六



護
喪

そ
の
記
録
が
ま
だ
ど
こ
か
に
現
存
し
て
い
る
と
の
思
い
を
強
く
い

だ
き
つ
づ
け
て
い
た
。
そ
れ
を
今
こ
う
し
て
こ
こ
に
紹
介
で
き
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。
と
同
時
に
こ
の

記
録
が
出
現
し
た
以

上
、
現
在
で
は
甚
だ
困
難
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
木
菟
麻
呂
氏
に

文

恵

先

生

襄

事

録

（表
紙
）
横
帳

一
冊

凧
い
．i'る、

万
含
丸
~
象
手
偉

令

4̂,9.. ,．
‘

.

2

,

．,．
A
 .. ,．
，．
9'i 

•• 
，
一
，
9

．
n
,
i
9
,

•999
'`

享
和
甲
子
二
月
五
日
正
午
時
終
焉
私
盆
日
文
恵
先
生

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

古

林

温

秀

•井
河
誠
輔

副

藤

田

九

郎

兵

衛

早

埜

義

―――

山
片
平
右
衛
門

v

丹
‘
ぢ
•9
§
へと

.
，
 

訃
告
案
文

以
手
紙
致
啓
上
候
、
然
者
竹
山
先
生
御
病
気
御
茂
生
不
相
叶
、

今
五
日
午
時
死
去
被
致
侯
、

此
段
為
御
知
申
上
度
如
此
御
座

司
貨

司
書

訃
告

行
司

八
七

同 同 牧

熊

蔵

新
―
―
一
郎

善

四

郎

中西

川島

元立

吾敬

長
谷
川
小
右
衛
門

な
ら
っ
て
御
子
孫
宅
を
探
し
尋
ね
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
く
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
多
く
の
方
々
の
御
教
示
御
協
力
を
必
要
と

す
る
。
こ
の
場
を
か
り
て
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。



伊
丹
之
分

初
終
之
日
大
塚
千
太
郎
被
見
廻
申
候
二
付
、
其
地
社
中
口
達
相

頼
候

右
為
相
知
候
名
当

京
都
之
分

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

太

田

碩

庵

井

河

丹

波

介

三

木

佐

渡

守

小
山
伊
―
―
―
太

大

村

彦

太

郎

革

島

新

五

郎

中

原

敬

作

右
名
前
之
分
、
太
田
碩
庵
氏
方
壱
封
口
達
相
頼
遣
申
候
処
、
返

書
無
之
、
一
統
心
配
之
上
七
日
晩
方
別
飛
脚
藤
兵
衛
さ
し
登
し

申
候
事 二

月
五
日

猶
ミ
御
葬
式
来
九
日
八
ツ
時
之
積
二
御
座
候
、
已
上

候
、
已
上

学
校
行
司

尼
崎
国
分
浜
村
善
根
寺
村

北
条
村

生
駒
五
条
龍
野
河
高
家
原
池
田
住
吉
同

其
外
遠
方
之
分
追
而
為
相
知
申
候
事

公
辺
届
向
之
事
、
岡
橋
丈
助
八
田
五
郎
左
衛
門
氏
方
為
聞
合
申

候
処
、
御
隠
居
之
義
故
御
届
二
者
及
間
布
由
申
居
候
事

諸
屋
敷
方
切
紙
申
達
候
事

町
家
懇
意
之
方
回
状
順
達

同
志
親
類
分
者
御
大
切
之
硼
、
使
者
二
而
召
集
申
候
事

田

中

純

治

柘

植

中

務

花

崎

彦

六

足
達
重
右
術
門

古

林

章

甫

中

井

周

民

横

谷

東

馬

中

井

玄

亮

原

文

四

郎

安
達
勝
右
衛
門

荒
木
善
右
衛
門

小

倉

周

蔵

神

奴

将

監

r

1ヽ

、

I

I

 



筆
者
早
野
義
三

寸
法

高
サ
一
二
尺

長
サ
弐
尺
三
寸

壼
青

外
面
六
方
内
面
四
隅
及
ヒ
底
厚
サ
五
分
底
之
外
面
斗
リ
厚
サ

壱
寸
余
泄
青
惣
目
九
十
二
斤

灰
隔
壱
組
内
矩

松
材
厚
サ
壱
寸
高
サ
四
尺
方
三
尺
五
寸

帳
場
札
幅
四
寸
長
壱
尺
三
寸

休
息
所
札
幅
六
寸
長
壱
尺
五
寸

墓
標

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

治
棺
五
日
七
ッ
時
申
付
ル

横
弐
尺

厚
サ
壱
寸
六
分

門
鎖
六
日
朝
ふ
十
一
日
迄
両
中
井

古

林

井

河自
六
日
午
至
九
日
タ

町
内
年
寄
川
井
氏
へ
即
日
口
状
ヲ
以
相
達
申
候
事

八
九

喪
服
古
林
出
入
大
和
屋
孫
兵
衛
へ
申
付
ル

穿
城深
サ
壱
丈
六
尺
択
地
之
上
互
二
付
置
候
事

石
灰
二
石

砂
利
二
十
荷
山
荷

細
炭
六
俵

n
マ

右
石
灰
砂
利
者
皆
寺
へ
相
頼
候
、
細
炭
者
堀
江
備
前
屋
忠
右

衛
門
二
而
相
求
、
以
仲
仕
寺
へ
預
申
候

（
こ
こ
に
素
輿
が
入
る
）

択
地

寺
ノ
手
伝
へ
申
付
ル

早
野
義
三

久
兵
衛

貞
淑
様
御
碑
之
左
傍
素
力
設
ケ
被
置
候
所



Ill[］「攣` 入
虞

［＝二こ—:-＿ニニ・
Iピ：：ごa:-:-:-:-::::::::.--・-・.:・.:.::..―,.-. --- ?1 屈｀ 一＿＿ご'-,・:ー--:._ -----： 

戸 l 

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

沐
浴

沐
浴
襲
欽
之
具

手
盤

一

手
巾
一

櫛

一

剃

刀

一

剪
刀

一

幣
縄

一

ふ さ佐関
兵

ぢいや衛平

さ

木
村
平
兵
衛
二
申
付
ル

神

主

執
筆
早
野
義
一――

上
下
丹
波
布
を
用

服
白
縞
ノ
単
衣

帯
白
縞
右
三
品
執
茂
裁
チ
ズ
テ
ニ
而
斬
衰
ノ
意
ヲ
存
ス

右
喪
主
七
郎
分

九
〇



充

襄

長

短

二

百

五

十

棉

褥

充

以

桐

木

屑

r
r
.
 

布
絞
木
線
一
段
四
裁
用
之

木
棉
一
段
別
二
両
裁
シ
四
ツ
ニ
相
畳
ミ
絞
ノ
裏
へ
十
字
二
縫

付
ケ
布
条
ト
ス

時
服
殷
斗
目
常
紋
付

下
著
浅
黄
無
垢

総
絆
花
色
白
巾

揮
新
製
白
加
賀

モ
ヨ
キ
セ
ン
シ

深
衣
朋
黄
選
絲
玄
縁

帯

玄

七

子中井
竹
山
葬
儀
記
録

温誠純元充義関
平

佐
兵
衛

棺
中
七
星
板
之
下
石
灰
一
斗

大
欽

早石 中田井古

野野川中河林

沸
紙
沐
櫛
腑
帯
生
時
髪

剪
爪

文
曰
享
和
甲
子
七
十
五
畏

印
章
朱
字
又
一
顆
日
稲
善
白
字

筆
一
対

研
一
面

墨
一
顆

紙
二
巻

右
五
品
病
前
創
制
二
而
一
小
箱
二
備
具
ス
、
直
二
是
ヲ
用
ュ

煙
草
甑

煙
管
陶
器 小

菊
一
帖

同加
賀
絹
右
三
品
及
ヒ
禅
二
而
凡
一
丈

三蔵吾次輔秀

花
色
秩
父

載

欝

金

加

賀

紐

拝
領
御
紋
付
御
著
用
之
節
御
用
有
之
故
欽
二
加
ル
者
也

儀
刀
二
大
工
太
右
衛
門
二
命
ス

摺
扇
握
手
用
加
賀
絹

瞑
目
仮
鞭

同

九



右
二
品
生
前
御
好
嗜
候
物
故
新
趣
意
二
而
加
之

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

棺
蓋
戸
瓢
履

易
簑
之
前
一
日
偶
然
被
来
候
故
、
文
之
義
相
頼
申
候

文
恵
先
生
柩

先
生
緯
稼
善
字
子
慶
姓
中
井
氏
称
善
太
号
竹
山
一
号
同
関
子
考

梵
惹
夫
子
緯
誠
之
批
植
村
氏
挙
二
男
先
生
其
適
也
夫
子
之
創
府

痒
也
万
年
春
楼
二
先
生
相
続
教
授
先
生
受
之
異
学
時
盛
因
有
非

徴
之
述
天
下
靡
然
糊
正

東
照
大
君
開
国
之
烈
載
籍
不
明
故
有
逸
史
之
撰
捨
虚
取
実
名
分

以
正
官
嘉
其
績
賜
以
章
服
其
余
著
撰
不
止
十
数
部
為
人
瞭
度
淵
識
英

邁
絶
倫
慈
恵
好
与
専
以
斯
文
為
任
修
己
有
法
教
人
有
則
精
修
勤

勅
老
而
益
壮
配
革
島
氏
生
九
男
四
女
先
先
生
歿
告
老
自
称
渫
翁

授
痒
務
於
第
四
子
曽
弘
未
数
歳
而
歿
第
七
子
曽
縮
代
受
焉
季
女

帰
井
河
尚
誠
生
二
男
一
女
而
亡
其
余
皆
夭
孫
男
二
人
女
四
人
存

者
僅
三
女
以
享
和
四
年
甲
子
二
月
五
日
終
去
生
享
保
十
五
年
庚

戌
七
十
有
五
年
葬
誓
願
寺
先
埜
之
次
私
諮
曰
文
恵

八
日
四
時
誓
願
寺
吊
二
来
ル

線
香
持
参
棺
前
一
拝
梵
音
両
一
二
声
尤
低
音
ナ
リ

右
之
節
寺
僕
二
鳥
目
百
文
遣
ス

銘
施
墓
標
ヲ
用
ヒ
墓
ノ
字
ヲ
奉
書
二
而
包
ミ
柩
ノ
字
ヲ
書
ス

築
埋
旧
例
柩
ヲ
下
ス
ニ
綿
而
己
ヲ
用
ュ
、
此
度
之
柩
格
別
重
キ
ニ

因
リ
穿
城
之
時
ョ
リ
預
メ
杉
丸
太
ヲ
以
城
上
二
架
シ
橘
車
ヲ

繋
キ
湧
泉
ヲ
汲
出
シ
痙
埋
ノ
節
者
橘
車
ヲ
脱
シ
俗
二
云
万
カ

ヲ
繋
キ
執
緋
ノ
カ
ヲ
分
ッ

巨
縄
ハ
柩
ニ
ハ
元
来
四
綿
有
之
所
別
二
巨
縄
ヲ
制
シ
柩
ノ
直
中
ヲ
括

ツ
ル
ヘ
ヲ
リ
万
カ
ヲ
是
二
掛
ク
ル

ナ
ハ
ノ

新
キ
用
ユ

万
カ
ノ
外
巨
縄
二
条
ヲ
城
上
ノ
木
二
掛
ル
、

城
中
新
制
ノ
檸
ヲ
下
ス
制
ハ
条
例
二
審
ナ
リ
、
檸
ノ
四
傍
石

(＊） 

灰
砂
利
二
而
堅
ク
築
キ
置
キ
、
檸
ノ
内
板
ノ
間
隙
咸
ク
子
リ

ニ
テ
塗
ル
、
底
二
敷
ク
ニ
細
炭
ヲ
以
ス
、
炭
凡
三
俵
炭
ノ
上

石
灰
砂
利
檸
外
同
様
、

柩
ヲ
下
ス
節
ハ
杉
丸
太
二
本
城
上
二
横
夕
ヘ
、
柩
ハ
素
輿
ノ

侭
其
上
二
安
置
シ
、
大
工
太
右
衛
門
治
兵
衛
両
人
心
ヲ
揃
ヘ

静
ミ
ト
素
輿
ヲ
解
ク
、
四
方
ノ
人
ミ
謹
テ
綿
ヲ
執
ル
、
於
是

両
人
ノ
大
工
万
カ
ノ
縄
ヲ
執
リ
徐
二
是
ヲ
引
ク
、
四
方
ノ
人

九



モ
共
さ
一
緋
ヲ
挙
ク
、
柩
底
上
ル
下
三
―
一
寸
乃
チ
丸
太
ヲ
取

ル
、
衆
人
一
斉
ニ
カ
ヲ
籠
メ
柩
ヲ
城
底
二
下
ス
、
柩
撰
底
ヲ

去
ル
事
一
尺
四
方
ノ
位
ヲ
定
ム
事
便
ニ
シ
テ
心
配
少
ナ
ク
術

簡
ニ
シ
テ
万
事
能
片
付
タ
リ
‘
往
ミ
井
河
氏
ノ
指
図
二
出

ヅ
、
後
世
法
ト
ス
ヘ
シ

棺
ノ
下
傍
四
綿
ヲ
貫
ク
ノ
環
ア
リ
、
然
ル
ニ
棺
外
皆
泄
青
ア

レ
ハ
環
ノ
根
木
二
入
ル
事
深
カ
ラ
ス
、
且
柩
モ
格
別
二
重
キ

故
四
綿
巨
縄
托
皆
棺
底
へ
回
ハ
シ
環
ヲ
頼
ミ
ニ
七
ズ

柩
惇
ノ
間
石
灰
ジ
ャ
リ
ヲ
入
レ
海
部
丸
太
四
本
ニ
テ
手
ゴ
ト

ニ
ッ
キ
コ
ミ
十
分
二
堅
カ
ラ
シ
ム
、
右
石
灰
ジ
ャ
リ
何
レ
モ

水
ヲ
用
ヒ
ス
其
マ
、
ニ
テ
用
ユ
、
土
地
ノ
湿
リ
ニ
テ
自
然
ニ

シ
マ
リ
可
申
、
モ
シ
水
ヲ
用
ヒ
候
ハ
地
中
ニ
テ
灰
ノ
ア
ク
ヌ

ヶ
可
申
候
由
老
年
功
者
之
手
伝
兼
而
聞
候
、
此
度
其
義
二
従

ヒ
申
候

右
海
部
丸
太
大
工
太
右
衛
門
申
付
前
日
ョ
リ
遣
シ
置

柩
上
灰
ジ
ャ
リ
厚
サ
一
尺
余
、
其
上
二
細
炭
三
俵
ヲ
施
ス

城
中
ノ
土
地
面
二
至
ル
マ
テ
随
分
カ
タ
ク
ツ
キ
コ
ミ
水
気
ヲ

含
ミ
不
申
様
致
候

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

帳
面
五
冊
名
札
五
ッ
九
日
早
朝
福
吉
へ
為
持
遣
ス
、
帳
場
之

右
帳
場
一
切
福
吉
引
請

此
内
福
篤
屋
ノ

弐
人
手
明
キ

九一
同

家

僕

壱
人

福

嶋

屋

吉

之

助
手
代

播
磨
屋
九
郎
兵
衛
手
代

播

磨

屋

与

市手
代

伊
勢
屋
藤
四
郎
手
代

尼
崎
屋
七
右
衛
門
手
代

布
施
庄
左
衛
門
手
代

九
日
午
後
早
帳
場
之
人
数
遣
ス

但
シ
前
例
四
ツ
時
可
遣
処
、
遅
刻
二
相
成
リ
会
葬
之
人
大
分

待
合
セ
候
様
子
二
御
座
候
事

帳
場
者
誓
願
寺
門
前
北
之
方
溝
之
上
二
足
な
し
の
床
几
弐
脚

わ
た
し
絵
筵
ヲ
布
申
候

右
絵
筵
即
日
持
帰
ル
ベ
キ
処
失
念
致
候
二
付
紛
失
二
相
成
候

事



羽
織

一
刀

先
払

治

兵

衛
麻
上
下
半
股
立
畦
雇

侍

伊

右

衛
門

麻
上
下
半
股
立
桂
雇

侍

喜
八

同荒

木

敬

治

塾
生

同佐
藤

頸

蔵

休

息

所

実

相

寺

応
接
者

同奥
村
弥
二
郎

同角
田
才
治
郎

同

同
杉
山
庄

兵

衛

渡

邊

貫

蔵

塞

標

柩

同石

野

十

蔵

舛

平

手

代

弐

人

千
草
屋
新
―
―
―
郎

筆
者

右
札
弐
枚
共
九
日
早
朝
寺
へ
為
持
遣
ス

休

息

所

中
井

帳
場

中
井
七
郎

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

食
事
福
吉
ふ
遣
ス

道
筋
出
門
、
東
江
せ
ん
だ
ん
の
木
橋
筋
、
南
江
高
麗
橋
筋
、
東
江

難
波
橋
、
南
江
安
堂
寺
町
、
東
江
上
本
町
、
南
江

誓
願
寺

中

JI I 

元

吾

行
列
行
列
奉
行

同 門
内
繰
出
し
長
谷
川
小
右
衛
門

門

外

見

繕

中

井

要

蔵

田
辺
屋
仁
右
衛
門

右
休
息
所

一
式
舛
平
引
請

又

手

代

壱

人

九
四



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

同黒

田

弥

太

郎

同長
谷
川
小
右
衛
門

塾
生
供

炭
斗
目
麻
上
下
若

正

平

草
履
取

小
11屋
ノ

fuJ兵
衛

金
兵
衛

小
川
屋
ノ

尼
市
ノ
男

笠

籠

両

人

同

志

供

丸

川

一

郎

同

草

履

取

挟

箱

持

若

党

鎗

持

党

同藤
田
九
郎
兵
衛

同金
崎
七
右
衛
門

九
五

草

履

取

”

八

田
中
順
治

挟
箱
持

此
所
に
て
行
列

少
シ
切
ル

鎗

持

三

四

問

ア

ケ

ル゜
同

志

吊
紗
麻
上
下
一
刀
股
立

金
崎
市
右
衛
門

同山
片
平
右
衛
門

吊
紗
庶
上
下
一
刀
股
立

山

中

宗

太

郎

同加

藤

源

助

吊
紗
庶
上
下

深

造

草
履
取
太

同

若

党

吉

兵

衛

吉

同

草

履

取

甚

治

郎

炭
斗
目
庶
上
下

左
衛
門
志

同

若

党

喜

助

草

履

取

利

助

革
島
新
五
郎
名
代

吊
紗
麻
上
下

三

郎

兵

衛

紙
治
ノ
男

草

履

取

伝

兵

衛

同

紙

治

ノ

男

若

党

安

兵

衛

草

履

取

甚

兵

衛

輔

炭
斗
目
十
徳

湿

秀

同
誠

同

草
履
取
藤

同

若

党

弥

助

八

吊
紗
十
徳

秀

蔵

若

党喜
兵
衛

若

党

mm
蔵

草

履

取

藤

兵

衛

羽
織
一
刀

太
右
衛
門

大

工

利

兵

衛

看
板輿
夫
八
人

看
板輿
夫
八
人

庶
上
下
一
刀
藁
草
履

早
野
義
―
―
―

同草
履
取

同几

杖

持

半

羽
織
一
刀

佐

兵

衛

藤
右
衛
門

宰

領

関

助

同

草
履
取
善

同

若

党

庄

兵

衛

同挟
箱
持
善
助

平

吊
紗
庶
上
下
一
刀

助

幸

蔵

麻
上
下
股
立
桂

竹

杖

股

立

清

兵

衛

喪

服

桂

若

党

七

郎

看

板

一

刀

桂

草

履

取

伝

八

同
小

市

郎

炭
斗
目
麻
上
下
股
立
草
履

雄
右
衛
門

抱

手

幸

助



導
師
門
前
迄
迎

焼
香
列

当
日
病
気
不
荒

聾
畠
顎

中

井

七

郎

中
井
雄
右
衛
門

井

河

小

一

郎

長

島

肇

革

島

新

五

郎

井

河

誠

輔

古

林

温

秀

篠

田

剛

蔵

長

島

正

平

太

新

蔵

古

秀

蔵

早

義

蔵
野林田

以

上

空

輿

二
七
郎
湿
秀

草
履
取
挟
箱
持

若

党

鎗

持
中
井
竹
山
葬
儀
記
録

以
上
但
し
同
志
塾
生
其
外
門
下
之
輩
、
都
而
内
二
而
焼
香
ス

出
棺
前
玄
関
へ
張
紙
し
寺
二
而
之
焼
香
相
断
候
事

門
人
中
焼
香
寺
二
而
者
混
雑
可
仕
候
間
、
此
所
二
而
御
焼

玄
関
番

家
内
惣
世
話

留
主
人

礼
場
寺
内
香
可
被
成
候

直

蔵

田
辺
屋
仁
右
衛
門

同

為

五

郎

岡

田

西岡淡履

島橋輪軒

立丈元先

敬輔潜生

以
上 九

六

秀小雄七

一右
衛

蔵郎門郎



寺
二
而
世
話
方

茶
船
壱
艘

料
理
方

山

西

宗

五

郎

上

村

屋

幸

助

下
之
分
は
り
ま
や

寺
へ
遣
ス
物
米
七
升

煮
メ
香
の
も
の

右
之
品
九
日
午
時
平
兵
衛
二
為
持
遣
ス
、
是
ハ
築
埋
之
後
親

戚
井
二
世
話
方
人
数
斗
リ
相
用
可
申
備
二
御
座
候
へ
者
築
埋

中
ふ
炊
飯

一
紀
国
屋
六
左
衛
門
神
崎
屋
清
助
右
両
人
九
日
朝
ふ
参
り
寺
之

見
繕
墓
所
見
分
等
相
頼
申
候
事

中
井
竹
山
葬
餞
記
録

八大惣佐文

百

弥忠八助助

右
上
大
和
橋
へ
繋
置
埋
築
二
与
リ
候
親
戚
人
数
乗
リ
帰
ル

帰
後
夜
食
可
出
人
数

親
類
同
志
別
懇
之
内
井
遠
方
会
葬
之
人

右
同
志
中
者
遠
方
ト
テ
モ
柾
テ
一
同
被
帰
候
様
申
候
事

帳
場
之
人

休
息
所
応
接
之
人

借
り
人

雇
ヒ
人
凡
百
五
十
人

料
理
献
立
汁
若
和
布
胡
麻
味
噌
あ
へ

猪
口
蓮
根
独
活
こ
ん
に
や
く

右
弐
種
古
林
ふ
来
ル

ひ
り
や
う
す

平
く
わ
へ

さ
4
が
き
牛
芳

右
井
河
ふ
来
ル

坪

酒

魅

生

姜

香
の
も
の

右
内
二
而
掠
ル

九
七



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

十
日
寺
へ
施
物
遣
ス

目
録

一
金
弐
百
疋
御
導
師
様

一

銀

三

匁

御

役

僧

様

一

銀

弐

匁

御

小

僧

様

一
銀
一
1

一

匁

御

同

宿

様

一

銀

弐

匁

墓

御

経

料

一
銀
三
匁
＇
挟
箱
料

4

一
銀
弐
匁
ぐ
，
几
杖
料

一
南
錬
壱
片
御
台
所
茶
料

一
銀
三
両
．
実
相
寺
御
茶
料

一
南
錬
壱
片
七
く
日
忌
志

一
斎
米
七
升
同
七
<
忌
志

一
鳥
目
五
百
文
盛
物
料

一
同
弐
百
文
御
家
来
へ

一
同
弐
百
文
扉
老
婆
両
人
へ

右
之
通
リ
御
受
納
可
被
下
候

It 

中

井

七

郎

同 同 同 同 同 同 壱
封
四
封
壱
封
同

但
し
坪
者
上
分
五
十
人
分
斗
リ
下
之
分
斗
酒
壱
献
さ
し

出
ス
、
是
者
到
来
之
酒
ニ
テ
相
済

寺
二
而
払
申
候
分

一

四

貫

文

穿

城

人

足

定
格
一
一
一
貫
文
二
而
相
済
申
候
処
、
此
度
者
場
所
手
広
ク
人
足
格
別

余
計
二
相
掛
候
二
付
壱
貫
文
増
遣
ス
事

一

壱

貫

五

十

五

文

寺

手

伝

清

五

郎

但
シ
ー
百
十
弐
文

一
百
九
十
文

一
五
十
五
文

ー
百
十
四
文

一
五
百
九
十
文

f
 

ー
百
六
十
八
文

但
シ
一
百
四
文

一
六
十
四
文

メ’

一
壱
貫
三
百
五
十
弐
文

二
月
十
日

誓
願
寺
御
納
所

土
長

い
か
き
弐
ツ

い
と
つ
な
弐
ツ

八
百
安

床
三
枚
か
り
賃

丸
太
九
本
か
り
賃

縄網
弐
本

旦
屈
弐
人
事

但
シ
掃
除
小
遣
等
二
使
ゥ

外
二
弐
百
文
垣
外
番
人
へ

九
八



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

ズ

一
三
十
六
匁

但
シ
石
灰
弐
石
代

一

六

十

文

｀

但
ツ
花
竹
代

メ．‘§

一

壱

貫

三

百

六

十

四

文

舟

屋

善

兵

衛

但
シ
六
百
八
十
文
九
日
帰
り
之
船

又
六
百
八
十
文
十
一
日
家
内
寺
参
之
船

メ’

一

十

五

匁

”

但
シ
レ
ン
ジ
ャ
ク
毛
棉
弐
反
代美
濃
屋
左
兵
衛

一
四
十
弐
匁
壱
分

但
し
先
払
一
人
壱
人
前
四
匁
三
分
ッ
、

先
供
侍
弐
人
同

若
党
弐
人
同
，

ニ
―
―
百
文

一
弐
百
文

但
シ
砂
利
二
十
荷
代

一
壱
貫
四
百
四
十
八
文

但
シ
一
九
百
四
十
八
文

吉
野
屋
政
七

京
屋
新
兵
衛

灰
屋
喜
兵
衛

墓
所
跡
片
付

手
伝
四
人

寺
之
男
弐
人

手
桶
壱
つ

九
九

宰
領明

手

弐

人

同
六
日
汐
九
日
迄

壱
日
三
匁
ッ
4

屈

六

人

一
七
貫
弐
百
三
十
弐
文

但
シ
輿
夫
十
六
人
壱
人
前
三
百
文
ッ
4

供

駕

五

人

同

一
九
百
一
二
十
弐
文

但
し
弐
十
八
人
髪
結
代

一
壱
貫
文
右
輿
夫
十
六
人
へ
酒
手
二
遣
ス

一

南

銃

壱

片

左

兵

衛

心

付

一

銀

一

＿

一

匁

藤

兵

衛

心

付

一

弐

十

七

匁

五

分

福

島

屋

吉

兵

衛

但
し
牛
黄
半
両
代

二

二

十

八

匁

く

く

大

和

屋

孫

兵

衛

但
し一
拾
匁
弐
分
白
縞
布
壱
反
代

一

弐

匁

同

帯

五

尺

代

一
壱
匁
五
分
喪
服
仕
立
代

一
八
匁
三
分
丹
波
布
壱
反

一
弐
匁
九
分
同
足
し
切
レ

一
弐
匁
五
分
上
下
仕
立
代

一
四
匁
弐
分
五
り
白
加
賀
五
尺



中
井
竹
山
葬
儀
記
録
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五
匁
五
分
同
五
尺

右
弐
口
者
瞑
目
仮
糠
握
手
犠
鼻
揺
之
用

一
八
分
五
り
白
縞
布
弐
尺

右
喪
主
雁
来
痘
二
付
臨
時
申
付
候
脚
袢
切
レ

一

弐

百

十

八

匁

弐

分

大

工

多

右

衛

門

但
富
平
材
木
代

一

五

十

九

匁

四

分

同

人

作

料

但
シ
一
四
十
六
匁
五
分
手
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十
五
人

一
十
弐
匁
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人
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壱

片

多
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門

へ
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付

一
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壱

片

利

右

衛

門

へ
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付
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五
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分

八
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マ
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十

八

匁

弐

分
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炭

六

俵

但
し
壱
俵
二
付
弐
匁
八
分
替

壱
匁
四
分
駄
賃

一
弐
貫
四
百
―
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一
十
六
匁
か
し
ふ
と
ん
代

―

―

―

―

十

壱

匁
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分
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仁
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棉
六
反
代
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弐
分
替
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三

百

文
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鋸

屑

壱

石

一

百

弐

十

四

文

殻

皮

代
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石

一

六

匁

五

分

さ

し

物

屋

乎

兵

衛

但
し
神
主
代
，

一
弐
匁
八
分

右
神
主
霊
筵

一
七
匁
三
分
五
リ

右
充
痰
之
用

二
日
七
十
五
文

右
七
星
板
下
之
物

一
四
十
八
文

但
し
八
文
不
足

一
七
十
文
右
沐
浴
之
用

一
十
六
匁
五
分

右
綿
之
用

一
四
百
文

二
日
文右
御
吊
悔
之
常
供

一
弐
百
文
右
者
漉
青
之
時
分
入
用

一

五

十

匁

八

分

七

リ

近

江

屋

弥

兵

衛

右
者
漉
青
十
四
貫
八
百
匁
斤
二
付
五
分
五
り
替

一

弐

百

文

帳

場

へ

遣

ス

小

遣

一

三

十

七

文

元

結

代

右
者
股
立
之
用

泥
錢
か
り
代

京
都
飛
脚
小
遣

誓
願
寺
男

ー細
引
四
百
五
十
匁

桶 陶
姐
管

石
灰
壱
斗

尼
七
紙
代

蒲
筵
代
1
0
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一
充
襄

片
挟
箱
か
り
賃

会
所
周
助

下
役
弐
人

町
垣
外
番

町
髪
結

草
履
八
足
料

但
し
草
履
五
十
足
草
桂
百
疋
到
来
之
不
足

一

四

匁

墓

参

包

銀

弐

ツ

右
者
十
一
日
家
内
墓
所
拝
礼
之
用

条
例一
沐
浴
穿
城右
三
事
総
プ
文
明
先
生
ノ
例
二
従
フ
、
少
ミ
之
異
同
ハ
別

ニ
審
ナ
リ

一
素
輿文
明
君
之
例
二
従
フ
、
少
ミ
不
宜
所
更
二
新
製
ヲ
用
ュ
、

寸
方
製
度
前
図
二
審
ナ
リ
、
切
二
新
製
ヲ
用
ヒ
旧
製
二
従

フ
マ
シ
キ
事

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

一
弐
百
文

一
三
匁

一
弐
百
文

一
弐
百
文

一
弐
百
文

漉
青

1
0
 

初
メ
桐
木
屑
一
石
飾
ニ
カ
ケ
姻
烙
ニ
テ
乾
シ
紙
痰
百
五
十

ニ
充
テ
用
之
、
柩
格
別
二
大
キ
ミ
ュ
ヘ
大
二
不
足
、
大
欽

夜
ニ
イ
リ
候
ュ
ヘ
桐
木
屑
難
調
、
翌
穀
皮
ヲ
一
触
ヲ
求
メ

紙
薩
百
五
十
ニ
テ
充
之
少
ミ
余
候

一
八
日
素
輿
出
来
上
リ
候
得
〈
柩
ヲ
西
灰
二
安
ス
、
是
〈
火
事

ノ
備
ナ
リ
、
莫
物
焼
香
等
皆
文
明
君
ノ
例
二
任
ス

一
墓
所
入
口
竹
垣
之
事

旧
例
無
之
、
但
シ
築
埋
之
節
会
葬
之
人
多
く
入
来
り
難
渋

ニ
付
、
此
度
本
堂
之
横
手
二
垣
ヲ
設
ヶ
親
類
之
外
一
人
モ

入
不
申
候
、
入
口
二
者
山
片
平
右
衛
門
厳
く
人
ヲ
塞
キ
被

申
候
、
同
志
之
者
も
不
入
来
候
、
後
に
者
塾
生
四
人
此
所

ヲ
守
ル
、
依
之
テ
築
埋
心
静
二
相
調
ヒ
万
事
行
届
キ
甚
宜

候
、
永
例
卜
成
へ
し

一
大
欽
之
事

楼
上
ニ
テ
易
簑
二
付
、
沐
浴
後
柩
ヲ
ニ
階
切
落
シ
之
木
口

ニ
安
置
ス
、
上
ハ
万
カ
ニ
テ
ッ
リ
、
下
ハ
丈
夫
ニ
カ
イ
物

(
r
r
)
 

ヲ
置
キ
、
少
シ
モ
動
カ
ユ
様
二
綿
ヲ
以
テ
四
方
ニ
ュ
イ
ツ

ケ
蒲
団
ノ
マ

4
柩
之
キ
ハ
ニ
安
シ
、
柩
之
上
一
板
ヲ
設
ケ

布
絞
ノ
四
端
及
布
条
ノ
四
端
ヲ
手
ミ
ニ
取
リ
戸
ヲ
板
上
ニ

（
マ

r
>

置
キ
板
ヲ
ユ
キ
徐
二
欽
ム
、
充
蜜
ニ
テ
半
ハ
ツ
メ
仮
二
蓋

ヲ
置
キ
扱
万
カ
ヲ
掛
ケ
綿
ヲ
取
リ
徐
二
下
ス
、
甚
ョ
シ
、



こ
て
の
図

‘., 
（
マ
マ
）

右
こ
て
鍛
治
屋
二
て
借
リ
火
二
焼
キ
逓
星
か
け
候
上
く
る

い
を
直
し
候

・

一
神
主
之
事

旧
例
墓
所
へ
持
参
候
所
、
履
軒
先
生
御
説

二
古
礼
右
之
義

無
之
旨
被
仰
聞
候
二
付
相
止
メ
、
虞
祭
迄
包
ミ
置
虞
祭
之

節
始
而
取
出
し
霊
座
を
設
候
、
可
以
為
永
則

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

以
テ
永
例
ト
ス
ヘ
シ

モ
シ
楼
上
易
簑
ニ
ア
ラ
ズ
ト
モ
床
ヲ
切
テ
柩
ヲ
下
シ
欽

ス
ベ
シ

一
礎
青
之
事

中
橋
筋
淡
路
町
北
へ
入
ル
西
側
近
江
屋
孫
兵
衛
二
申
付
ル

鍋
寵
共
二
持
参

歴
青
か
け
候
者
不
案
内
故
大
工
二
命
ス

-．
O
ニ

御
死
去
之
前
寛
政
庚
申
之
歳
御

遺
書
四
通
病
中
二
出
来
侯
分

．

一
通
履
軒
先
生

一
通
側
婦

一
通
遠
蔵
七
郎

．
．
 

一
通
同
志
中

右
同
志
名
宛
左
之
通
御
認
有
之
候

金

崎

七

右

衛

門

金

崎

市

右

衛

門

藤

田

九

郎

兵

衛

山

片

平

右

衛

門

池

上

吉

兵

り衛

‘．

永

井

藤

四

郎

加

藤

原

助

黒

田

弥

太

郎

長
谷
川
七
郎
右
衛
門

•

藤

田
忠
右
衛
門

古

林

温

秀

井

河

誠

輔

格
別
之
仔
細
有
之
間

山

中

和

二

郎

別

翰
二
而
右
連
名
状
之
後
ニ

繋
キ
有
之
候

右
遺
書
中
趣
意
ヲ
以
送
葬
之
節
同
志
中
行
列
二
加
へ
申
候

但
シ
金
崎
七
右
衛
門
事
先
逹
御
死
去
、
当
時
七
右
衛
門
弱
年

ニ
付
列
位
指
替
へ
申
候

・

和
二
郎
事
も
先
達
御
死
去
、
当
時
惣
太
郎
へ

家
督
相
続
故
遺

書
行
列
名
前
相
違
有
之
候

池
上
吉
兵
衛
永
井
藤
四
郎
当
病
二
付
不
臨
候
、
藤
田
忠
右
衛
‘

門
先
年
死
去
被
致
候

，，
．
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小

松

五
左
衛
門

中
井
竹
山
葬
儀
記
録
‘

竹

山

先

生

御

悔

．名

簿

〇
三
．

浅
野
屋
与
兵
衛

ま
す
や
費
太
郎

篠
崎
長
左
衛
門

吹
田
屋
彦

――一

郎
[.

か
し
ま
や
伊
介

落

合

底

之

介

―――

宅

幸

蔵

寓

佐

美

治

兵

衛

団
扇
堂
惣
兵
衛

鴻

池

与

．兵

衛
．

益
田
孫
左
衛
門

．

七
里
鎌
倉
兵
衛
代

牛

尾

挫

奔

。
千
草
屋
久
左
衛
門

真

島

．
隆

徳

米

屋
助
右
衛
門

小

西

新

介

大

西

新

次

郎



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

岡

織

悦

田

中

方

蒼

千
草
や
千
兵
衛

同

平

蔵

同

朝

蔵

小

泉

多

美

衛

岩

田

元

卓

泉
屋
次
郎
右
衛
門

鴻

池

伝

兵

衛

高
島
屋
喜
兵
衛

岡
田
屋
治
兵
衛

加
賀
や
作
右
衛
門

村

瀬

亀

蔵

菅

野

尚

太

郎

菅
野
順
―
―
―
郎

。
山
城
屋
利
兵
衛

升
屋
喜
右
衛
門

古

山

厚

斎

生
田
忠
左
衛
門

同

森

之

介

清

水

弥

太

郎

田

国
元
二
罷
下
侯
二
付

乍
略
儀
以
使
御
悔
申

上
候

泉

屋

理

兵

衛

同

権

右

衛

門

金
子
市
右
衛
門

金

子

源

二

郎

千
草
屋
宗
十
郎

花

崎

彦

六

広
屋
徳
右
衛
門

川

井

立

牧

代

岡

田

矢

柄

小
川
屋
喜
太
郎

越
ば
セ
や
万
兵
衛

河
内
屋
吉
左
衛
門

。

千

帥

屋

義

輔

加

賀

屋

喜

助

松

井

和

泉

代

会

所

周

助

鈴

木

寿

伯

谷

口

荘

次

郎

平
野
や
伊
右
衛
門

八

尾

与

作

朝
比
奈
茂
右
衛
門
代

1
0四



中
井
竹
山
葬
儀
記
録

川
出
源
左
衛
門

同

辰

蔵

江

邑

大

助

天
王
寺
や
伊
右
衛
門

加
賀
屋
治
左
衛
門

鴻
池
栄
―
―
―
郎

漆

屋

六

兵

衛

病
気
二
付
代

茜
屋
四
郎
右
衛
門

布
施
庄
左
衛
門

布

施

虎

之

介

山

本

鹿

蔵

木

村

原

蔵

同

直

次

郎

同

吉

右

衛

門

丸

岡

古

元

森

川

曹

吾

山

田

宗

湖

荒

木

伝

治

。
千
草
屋
善
太
郎

近

藤

一

学

中
西
司
馬
太
郎

伊
丹

伊
丹

瓦
町
二
丁
目

用
事
有
之
侯
二

葬
ニ
ハ
悴
ヲ
差

出
シ
可
申
候

1
0五 同

五
郎
右
衛
門

。

升

屋

平

次

郎

同

七

郎

兵

衛

助
松
屋
新
二
郎

。

林

専

斉

保

田

玄

脩

川
上
十
郎
左
衛
門

酒

井

健

斎

同

議

吉

近
藤
三
右
衛
門
代

日
野
や
重
五
郎

左
官
市
左
衛
門

屋
根
屋
藤
兵
衛

鴻
池
善
右
衛
門
代

田
嶋
や
安
兵
衛

奥

野

鴻

二

小

川

屋

原

介

吹
子
や
友
三
郎

伊
勢
や
万
兵
衛

金
谷
与
右
衛
門

小

山

田

玄

熊



諏
評
細
御
送
葬

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

同 同 同 同 同 同同 同 同 伊
丹

浪
花
屋
徳
兵
衛

傘

屋

半

兵

衛

鹿
島
屋
利
兵
衛

大

塚

千

太

郎

岩
田
忠
右
衛
門

瓦

屋

茂

兵

衛

大
和
田
屋
善
兵
衛

木
綿
屋
喜
八
郎

伝
法
屋
忠
兵
衛

樽
屋
吉
右
衛
門

丹
波
屋
孫
右
衛
門

玉

屋

平

八

郎

藻

井

泰

蔵

細

井

金

蔵

袴

屋

千

助

小
川
屋
義
兵
衛

鴻

池

善

五

郎

代

河
内
屋
三
右
衛
門

鴻

池

伊

兵

衛

竹
屋
甚
右
衛
門

田
中
や
喜
右
衛
門

紀
伊
国
や
政
富

丸
屋
吉
右
衛
門

佐

伯

和

吉

二

高

清

兵

衛

。
千
草
屋
新
三
郎

。

鳥

橋

小

吾

鴻

池

善

作

瀬

田

藤

四

郎

同

犀

太

足
立
十
右
衛
門

伊

勢

屋

藤

助

十

時

半

蔵

村

瀬

亀

蔵

富
田
屋
平
右
衛
門

雑
喉
屋
―
―
一
郎
右
衛
門

。

茅

原

元

常

鴻

池

善

之

助

代

鴻

池

市

兵

衛

代

住

友

吉

次

郎

代

天
王
寺
屋
清
八

近
江
屋
五
郎
兵
衛

-
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中
井
竹
山
葬
儀
記
録

伊
丹

得
貴
顔
御
悔
可
申
上

侯
得
共
御
紛
援
中
申

上
置
侯

役
用
二
付
以
名
代

御
悔
申
上
侯

同
断

井
筒
屋
平
次
郎

安
田
屋
甚
兵
衛

加

島

屋

要

助

窪

田

曹

卿

窪

田

専

立

姫
路
屋
吉
郎
兵
衛

粉
川
屋
元
―
―
一
郎

八
田
五
郎
左
衛
門

桑

原

権

九

郎

和
泉
屋
太
兵
衛

大

畠

千

駒

河
内
屋
勘
四
郎

吉

住

富

太

郎

河

内

屋

清

七

鹿

島

屋

惟

助

粋

屋

泉

次

郎

服

部

半

兵

衛

田

中

周

安

油

屋

徳

三

郎

渡

辺

新

蔵

木

佐

渡

守

-
0七

翡
駄
岬
炉

病
気
二
付
乍
延
引

御
悔
申
上
侯

昨
日
之
御
葬
御
見
送
可
申
筈
ニ

侯
得
共
当
番
二
付
不
能
其
儀
今

日
ハ
乍
延
引
御
悔
芳
参
上
仕
侯

辻
次
郎
右
衛
門

浅

井

和

之

丞

田

中

良

民

伊

豆

蔵

伝

蔵

藤

井

寿

八

郎

大

西

駒

蔵

贄

牧

太

工
藤
七
郎
右
衛
門

荻
野
勘
左
衛
門

関

根

庄

蔵

川

井

立

牧

野
原
半
左
衛
門

小

野

和
4

一
郎

山

下

吉

太

夫

西

田

左

内

陶

山

与

兵

衛

足
立
十
右
衛
門

井
筒
や
平
次
郎

瀬

田

藤

四

郎

同

犀

太



同干
紫
蕨

金
百
疋

煮
染
め
し
金
二
百
疋

金
百
疋

金
五
百
疋

同
三
百
疋

同同同同同同め煮同煮
し染染

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

小

西

新

助

山
片
平
右
衛
門

長
谷
川
七
郎
右
衛
門

中

川

元

吾

金
崎
七
右
衛
門

古

林

温

秀

鈴

木

治

兵

衛

藤
田
九
郎
兵
衛

山
片
平
右
衛
門

井

河

誠

輔

川
北
陽
―
―
一
郎

篠

田

剛

蔵

淡

輪

元

潜

池

上

新

助

西
村
仁
右
衛
門

加

賀

や

喜

介

中

井

藍

江

湯
葉
鰻
頭
切
手
五
枚

同煮
染
め
し
醤
油
切
手

金
百
疋

蛾
燭
鰻
頭
牛
房

八
匁
六
分

（
仮
題
）

〔
竹
山
先
生
香
儀
簿
〗

同
百
疋

金
三
百
疋

金
三
百
疋

南
錬
一
片

金
五
百
疋

四
匁
三
分

干
薇
干
薇

荒
木
善
右
衛
門

西

島

立

敬

雑
喉
や
一
二
郎
兵
衛

野
義
―
―
―

早 中

原

敬

作

村天尼同三岡
崎

瀬楽や

荘
亀先 孝元織
兵

蔵生衛襦襦悦

井田

鷲
尾
六
左
衛
門

長

谷

川

与

市

山

中

和

二

郎

鈴

木

次

兵

衛

古

山

厚

斉

藤
田
九
郎
兵
衛

¥
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金
百
疋

八
匁
六
分

南
錬
一
片

南
錬
一
片

南
錬
一
片

四
匁
三
分

金
百
疋

金
百
疋

生
花
湯
葉
狗
脊
酒
券

南
錬
三
片

銀
一
二
匁

芋
一
器

四
匁
三
分

南
錬
一
片

煮
染

v

◇

め
し
金
百
疋

南
錬
一
片

南
錬
一
片

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

大
和
や
喜
兵
衛

樽
や
吉
右
衛
門

八

尾

与

作

谷

口

荘

二

郎

川
出
源
左
衛
門

岡

橋

丈

輔

渡

辺

鹿

蔵

升

屋

惣

兵

衛

山
口
平
右
衛
門

山

片

平

次

郎

古

林

秀

蔵

長

島

肇

長

島

正

平

加

賀

や

ま

す

布
施
荘
左
衛
門

布

施

虎

之

助

神

崎

や

清

助

永

井

藤

四

郎

播

磨

や

兵

助

谷

川

達

惹

金
百
疋

南
銃
一
片

金
百
疋

線
香
白
檀

白
檀
四
匁
三
分

金
二
百
疋

銀
三
匁

酒
二
升

南
錬
一
片

金
二
百
疋

金
百
疋

南
錬
一
片

南
鎌
一
片

南
錬
一
片

南
錬
一
片

南
錬
一
片

南
銃
一
片

南
銃
一
片

-
0九 森

田

忠

兵

衛

岩
田
忠
右
衛
門

大

塚

千

太

郎

木
棉
や
喜
八
郎

谷

乎

八

岡

田

利

兵

衛

池

上

茂

兵

衛

豊
田
孫
右
衛
門

同

芳

蔵

和

田

丈

斎

滝

伴

次

大

村

彦

太

郎

吉

見

勇

三

郎

岡
田
や
治
兵
衛

佐

伯

和

吉

田

中

純

二

井
河
左
衛
門
志

渡

辺

貫

蔵

太

田

深

造

三

木

佐

渡

守

柘

中

務



金
二
百
疋

四
匁
三
分

墾――匁

金
三
百
疋

四
匁
三
分

銀
弐
匁

南
錬
十
片

四
匁
一
＿
一
分

南
錬
一
片

南
錬
三
片

銀
三
匁

野
菜
乾
物

•• 

i
 

野
莱

あ
つ
き
餅

野
菜
．
．
〗
＇

巻
湯
葉

角
湯
葉

道
喜
粽

鰻
頭
．

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

金
崎
市
右
衛
門

中
「
順
叶
次
郎

竹

島

正

三

郎

金
崎
七
右
衛
門

村

津

礼

吉

梁

田

八

百

吉

池

上

新

助

藤
井
荘
右
衛
門

淡
路
や
弥
太
郎

石

野

充

蔵

角

田

才

二

郎

佐

藤

要

蔵

姫
路
や
吉
郎
兵
衛

服

部

半

兵

衛

菅

野

尚

太

郎

菅
野
順
―
―
―
郎

川

北

陽

三

郎

白

木

修

蔵

助
松
や
新
十
郎

蛇

草

内

膳

加
賀
や
作
右
衛
門

鈴

木

治

兵

衛

金
百
疋

金
百
疋

銀
三
匁
二
分

鰻
頭
切
手

四
匁
三
分

野
莱
金
三
百
疋

小
倉
野
二
十

四
匁
―
―
―
分

羊
肝
券

野
莱
南
錬
一
片

酒
券
二
枚

白
雪
棒

鹿
餅
滋
飴
一
桶

酒
一
樽

尾
張
茶

銀
四
匁
三
分

柳
川
茶

里
い
も

金
二
百
疋

奥

田

，

少

助

永

井

藤

四

郎

中
西
司
馬
太
郎

河
内
や
六
兵
衛

加

藤

原

輔

金
崎
七
右
衛
門

平
瀬
久
左
衛
門

富
子
助
右
衛
門

朝

日

右

文

吉

見

勇

三

郎

荒

木

伝

二

山
本
彦
―
―
―
郎

千

種

や

平

蔵千

蔵

朝

蔵

真

島

隆

徳

中
井
雄
右
衛
門

梁
田
八
郎
右
衛
門

小
山
猪
―
―
―
太

松

井

和

泉
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金
百
疋

南
錬
一
片

椎
茸
野
莱
松
茸
頭
芋
羊
肝
券

八
匁
六
分

湯
葉
南
錬
一
片

酒
券
イ
．
．
‘

銀
三
匁

鰻
頭
券

羊
羮
嵯
峨
慢
頭

椎
茸
：

御
所
柿

四
匁
三
分

銀
弐
匁
五
分

同
弐
匁

茶
二
袋

滋
飴
一
桶

柿
廿
枚

中
井
竹
山
葬
儀
記
録

工
藤
四
郎
次
郎

工

藤

右

源

太

慢
頭
券

金
百
疋

中

井

玄

亮 嘉貞

大

村

彦

太

郎

上

田

貞

斎

島

栄

太

郎

井
阪
次
郎
右
衛
門

村
井
友
―
―
一
郎

赤

松

文

平

井

川

応

輔

（
マ
マ
）

鈴

木

寿

旧

上

村

屋

幸

八

山

西

宗

五

郎

岩
崎
徳
左
衛
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繁
治
「
大
阪
町
人
思
想
史
の
一
鞘
ー
—
学
問

意
識
と
身
分
意
識
ー
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
15
号
・
昭
和

三
十
九
年
）

本
論
文
は
、
近
世
大
阪
に
お
け
る
町
人
思
想
の
一
面
を
、
懐
徳
堂
を
中

心
と
し
て
考
察
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
視
点
は
、
①
近
世
庶

民
階
級
に
お
け
る
学
問
意
識
の
発
達
は
、
封
建
的
身
分
意
識
に
対
す
る
学

問
意
識
の
対
抗
、
ひ
い
て
は
後
者
に
よ
る
前
者
超
克
の
過
程
に
認
め
ら
れ

る
、
②
そ
れ
は
具
体
的
に
ほ
庶
民
学
者
に
お
け
る
専
業
・
兼
業
の
問
題
と

し
て
顕
現
し
て
い
る
、
③
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
経
済
的
発
達
と
い
う
現
実

的
基
盤
を
前
提
と
し
て
い
る
、
の
三
点
で
あ
る
。

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ま
ず
懐
徳
堂
の
定
約
か
ら
そ
の
学
問
観

を
検
討
し
、
特
に
壁
書
第
六
条
か
ら
、
庶
民
の
学
問
の
在
り
方
と
し
て
考

え
ら
れ
て
い
る
四
つ
の
型
を
尊
き
出
す
。
即
ち
、
第
一
は
一
般
庶
民
の
学

問
、
第
二
は
、
一
定
の
生
業
が
学
問
以
外
に
予
想
さ
れ
る
同
志
と
し
て
の

学
問
、
第
三
は
学
問
を
専
業
と
し
て
世
に
処
す
る
者
の
学
問
、
第
四
は
庶

民
学
の
否
定
態
と
し
て
の
学
問
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
る
べ
き

庶
民
学
者
の
態
様
と
し
て
は
前
の
三
つ
の
型
が
望
ま
れ
る
が
、
ま
さ
に
そ

の
こ
と
こ
そ
身
分
意
識
に
対
す
る
学
問
意
識
の
優
越
を
意
味
す
る
、
と
筆

者
は
指
摘
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
一
か
ら
第
二
、
更
に
第
三
の
型
へ
、
と

い
う
の
が
一
般
に
学
問
意
識
展
開
の
過
程
で
あ
り
、
か
つ
第
二
（
兼
業
）

か
ら
第
三
（
専
業
）
へ
の
転
廻
は
、
農
工
商
な
ど
の
原
身
分
か
ら
専
門
学

者
へ
と
い
う
、
実
質
的
な
身
分
的
変
改
へ
の
期
待
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で




